
様式１（小・中）

【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和４年度学校評価 結果

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容 成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●全職員による共通理解と共通実践 ●職員アンケートで「めあて」「まとめ」
「振り返り」の場面において、ステップ３
まで到達した授業を実践できたと回答し
た教員８０％以上

・各教科で、「振り返り」のやり方を生徒に説明をする。
「振り返り」ができる「めあて」の設定をすることを校内
研修で確認・伝達をする。

B

・7月の生徒ｱﾝｹｰﾄでは、授業で「めあて」「まとめ」「振り返
り」の場面を設定しているかに対して、そう思う・だいたいそ
う思うと回答した生徒は92.9％であった。
・授業で使用するタブレットの起動を余裕をもってできるよう
に、教員・生徒ともに教室への移動を早めにすることを確認
した。

A

・12月の生徒アンケートでは授業で、先生たちは「めあて・まとめ・振り返り」
の場面を設定しているかの設問に対して、９１％がそう思う・だいたいそう
思うと回答している。９９％の生徒が積極的に授業に取り組んでいると回答
しており、主体性が高まったと考えられる。
・時間を守り行動できていると回答した生徒は８８％であったが、来年度は
１００％を目指して教員・生徒ともにタイムスケジュールを行うべきである。

A

・生徒の自覚が良い。
・成果指標の目標が８０％以上であったもの
が、最終評価では９１％に増加していて評価で
きる。

○学習内容の定着に向けた分かりやす
い授業の実践

○「各教科の授業がわかる」と回答した
生徒８０％以上

・「授業づくりのステップ１・２・３  Vol.２」を踏まえ、「ス
テップ３」の場面を設定する。
・各教科における「基礎的・基本的知識及び技能」を身
に付けさせるための手立てを明確にし、授業で実践す
る。研究授業を各教科１本実施する。

A

・7月の生徒アンケートでは、「各教科の授業が分かる・
だいたい分かる」と回答した生徒は84.5％であった
・各教科において「基礎的・基本的知識及び技能」を身
につけさせるための手立てを策定し、全教科で実用し
ている。また、校内研究を兼ねた研究授業に取り組ん
でいる。

A

・１月の生徒アンケートでは、「各教科の授業が分かる・だいたい分かる」と
回答した生徒は90%であった。・「授業に積極的（主体的）に取り組んでい
る・だいたい取り組んでいる」生徒は99%、「授業中の対話を通して考えを広
げたり深めたりすることができている・だいたいできている」生徒は96％であ
り、授業改善が進んでいる様子が分かる。・来年度も引き続き、「ステップ
３」をめざすとともに、主体的・対話的な学びを目指したい。

A

・授業を参観して、生徒が落ち着いた授業態度
であることがわかった。今後も継続した指導を
期待する。

●児童生徒が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、倫理
観や正義感、感動する心など、豊かな
心を身に付ける教育活動

○道徳に関するアンケートにおいて「自
分の道徳性が高まっている」と回答した
生徒８０％以上

・人権講演会（人権集会）や道徳に関するアンケートを
実施する。
・道徳科の授業づくりに関する校内研修等を実施し、
教材研究力と指導力を高める。 A

・道徳に関するアンケートにおいて肯定的な回答をした
生徒は91％であった。
・12月に人権ウィーク及び人権集会を計画している。
・道徳科の授業づくりに関する教材研究を各学年で協
力しながら行い、指導力を高めることができている。

A

・道徳に関するアンケート(1月実施)において肯定的な回答をした生徒が
93％であった。
・ＴＴでの授業を行い、Ｔ１Ｔ２を中心に授業準備や振り返りなどを細やかに
行った。
・12月に人権ウィーク及び人権集会を実施して、生徒の人権意識を高める
ことができた。

A

・道徳に関するアンケートにおいて肯定的に回
答した生徒が指導を経るごとに向上している。
TTによる道徳の授業が定着しており、T１T２の
役割分担がなされている。道徳の授業時数も
３５時間に達しており、きめ細やかな指導がな
されていると考える。

●いじめの早期発見、早期対応体制の
充実

○学校がいじめ防止に取り組んでいると
回答する生徒８０％以上
○いじめ防止について組織的対応がで
きていると回答した教員８０％以上

・毎週末に生活アンケートを実施する。必要に応じて、
個別に教育相談を行う。
・道徳や学活を中心に未然防止の取組を行う。
・いじめの認知や定義について年度当初に確認する。
毎月の生徒指導協議会や連絡会で情報交換をした
り、指導方法を検討したりする。

A

・毎週末に生活アンケートを実施することができた。必
要に応じて個別に教育相談を行うことができた。
・いじめの認知や定義について、年度当初に確認する
ことができた。毎月の生徒指導協議会において、生徒
の情報を交換したり、指導方法を検討したりして組織的
に対応することができた。

A

・1月の生徒アンケートでは、「先生たちは、日常の指導で、いじめ防止に取り組
んでいる」と答える生徒の割合は８６％だった。7月のアンケートでも８５％という
結果だった。次年度も、週末アンケートや教育相談、生徒指導協議会などを通
じ、生徒理解を深めながら生徒の対応や指導方法を検討し、組織的に対応して
いく。また、道徳や学活においても、命の大切さ、個性や人権に関する教材を用
いながらいじめの未然防止にも努めていく必要がある。

A

・生活アンケートの毎週実施は、生徒がマンネ
リ化しないかと心配である。月に一度は内容を
変更してみてもよいのではないか。
・達成状況がよいので、次年度は成果指標を
上げるべきだと思う。

○生徒行動目標「東中生みんなで頑張
るHGS」よい挨拶、時間の管理、自問清
掃の実践

○挨拶ができる生徒８０％以上
○時間を守り行動できる生徒８０％以上
○自分で考えて掃除ができる生徒８０％
以上

・各部の年間計画に基づき、学校全体、学年、学級、
部活動などすべての教育活動を通じ、習慣化を図る。
・教師も生徒も一緒になって、挨拶や自問清掃を行う。
・教師側の早めの行動や総務部が企画したノーチャイ
ムの実施で、時間を守り行動するようにする。 A

・７月のアンケートでは、挨拶ができる生徒は８９％、時
間が守れる生徒９１％、自問清掃ができる生徒８９％で
あった。
・総務部企画のノーチャイムウィークを実施し、時間を
守って行動する意識が高まった。
・各部の年間計画に基づき、学校全体、学年、学級、部
活動など、すべての教育活動を通じてHGSの習慣化を
図る。

B

・１月のアンケートでは、表情豊かに良い挨拶ができる生徒は７９％、時間
を守り行動できる生徒は８８％、自問清掃ができる生徒は８９％であった。
・７月のアンケート時より、「表情豊かに良い挨拶」というように挨拶の質を
求めたら１０％下がった。自分から率先して行ったり、笑顔で挨拶をしたりし
て、挨拶の質を高めることがこれからの課題である。
・各部の年間計画に基づき、学校全体、学年、学級、部活動など、すべて
の教育活動を通じてHGSの習慣化を図ることができた。

A

・笑顔で挨拶してくれる生徒が多い。
・質の高い挨拶ができるようになっている。挨
拶の質に係る内容を生徒に求めるようになっ
たことが、本校生徒の向上の証左である。次
年度は成果指標を上げるべきだと思う。

◎自らの夢や目標の実現に向けて努力
する気持ちを高める教育活動の推進

◎将来の夢や目標を持つ生徒８０％以
上
○物事に粘り強く取り組む生徒７０％以
上

・すべての教科等、学校行事を通して夢や目標につい
て自ら考えさせる場面を設ける。また、活動後に振り返
る時間を設け、次にどうつなげて行くのかを考える場
面を設定する。 A

・学校行事に取り組む前に、各学級で目標を設定する
場面を設けた。また、学校行事後には、振り返る時間を
設け、成果や課題を次にどのようにつなげていくのかを
考える場面を設定することができた。 A

・1月のアンケートでは、「今の時点で目標や夢をもっている」と考える生徒は７
５％、「物事に粘り強く取り組む」と考えている生徒は８３％だった。7月のアン
ケートでは、「今の時点で目標や夢をもっている」と考える生徒は７３％で２％向
上した「物事に粘り強く取り組む」と考えている生徒は８５％で２％下がった。夢を
かなえる地図には全生徒が目標を書いており、学期始めには、学期の目標を持
たせている。それらの目標を随時意識化させることが必要と考える。

B

・「物事に粘り強く取り組む」と考えている生徒
が低下している。キャリア教育の充実を期待し
ている。

●「望ましい食習慣と食の自己管理能
力の育成」

○「健康に食事は大切である」と考える
生徒８０％以上
○朝食を摂る生徒９０％以上

・月1回発行の保健だよりや給食だよりに「健康に食事
は大切である」ことを気付かせる記事を示す。
・家庭科の授業や保健体育の保健の授業、給食時
間、学活を通して、朝食の大切さを再認識する指導を
行う。

A

・７月のアンケートでは、「健康に食事は大切である」と
考える生徒は９９％、朝食を摂る生徒は９４％であり、ど
ちらも目標数値を達成できている。授業や学活、各種お
便り等で、時宜に応じた食事や健康に関する話題を取
り上げていく。

A

・１月のアンケ―トでは、「健康に食事は大切である」と考える生徒は９
８％、朝食を摂る生徒は９４％であり、どちらも目標数値を達成できている。
これらには、授業や学活、各種お便り等で、時期に応じた食事や健康に関
する話題を取り上げたからだと思われる。また、保護者の協力もあり、達成
できていることなので、今後も継続させてほしい。

A

・成果指標が達成されている。
・成果指標の数値が低いのではないか。次年
度は成果指標を上げるべきだと思う。
・朝食を摂っていない生徒の理由を調査した方
がよい。

○健康や体づくりについて意識づくりの
促進

○部活動や社会体育、文化活動に積極
的に取り組む生徒８０％
○感染症予防を徹底している生徒９０％

・部活動の顧問を複数体制とし、常に臨場指導を行う。
また、感染症対策として休業日の部活動の際には、顧
問生徒の体温チェックを欠かさず行うようにする。
・部活動や社会体育、文化活動の意義を踏まえた指導
と適正なあり方について、保護者会と連携を図る。
・給食の黙食を徹底する。

B

・感染症対策として休業日の部活動の際に、顧問生徒
の体温チェックを欠かさず行うことが出来ているため、
継続していく。
・部活動において、平日放課後に顧問の出張や生徒指
導対応等が重なり、臨場指導を行うことができなかった
ことがあった。
・給食の黙食は徹底できている。このまま継続する。

A

・感染症予防を行いながら部活動を運営できた。１年を通して、部活動内での大
規模な感染拡大はなかった。感染症予防を徹底している生徒９７％であった。
・給食の黙食を徹底できた。給食を起因とする感染拡大はなかった。次年度も継
続する。
・年間を通して、部活動に熱心に励む生徒が多く、心身の健康を保つことができ
ていた。部活動や社会体育、文化活動に積極的に取り組む生徒は８６％であっ
た。

A

・感染症予防をしている生徒は、１００％になる
よう努力すべきであると考える。
・部活動や社会体育、文化活動に積極的に取
り組む生徒は９５％を目指すよう指導してほし
い。

●業務効率化の推進と時間外勤務時間
の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校
等時間の上限を遵守する

・定時退勤日を設定し、退勤を促す。
・勤務時間の長い職員に個別の面談を行う。
・夏季休暇５日の完全取得と年休７日以上の全員取得
を促す。 B

・会議日を定時退勤日に設定し、退勤を促している。
・時間外勤務が多い教職員に個別に面談や声掛けを行い、
在校等時間の短縮に努めているが、更なる業務効率化が
必要である。
・夏季休暇５日は完全取得できた。年休７日以上取得して
いる職員は、９月末時点で５０％である。

B

・定時退勤日の設定により退勤時間が早まった。
・個別の面談により職員の意識が高まり、時間外勤務の平均時間は、最も長
かった４月は７２．４０時間であったが、職員の意識の高まりにより１２月には３
７．５７に減じることができた。年平均は４９．５７であった。
・夏季休暇５日は完全取得できた。年休を７日以上取得した職員は、７６％で
あった。

B

・成績２期制になり業務量が減っていると感じ
る。
・年休取得を促すことで、職員の意欲を削がな
いか心配である。

○より適正な部活動の推進と健康管理
体制の充実

○教育委員会が示す部活動ガイドライ
ンや「部活動活動方針」に基づき、適正
な部活動を目指す
○教職員のメンタルヘルス対策を推進
する

・部活動休養日を「部活動活動方針」に定め、実施を
徹底し、保護者に周知する。
・管理職は時間外勤務が多い教職員に対する産業医
（学校医）による面接を奨励する。毎月、健康情報誌
Smileを活用し職員のメンタルヘルスに対する意識を高
める。

B

・会議日を部活動休養日に設定し、実施を徹底した。
・時間外勤務が多い教職員に声掛けを行い、産業医面
談を勧めている。毎月、健康情報誌Smileを活用するこ
とにより、職員のメンタルヘルスに対する意識が高まっ
ている。

B

・部活動休養日を「部活動活動方針」に定め、実施を徹底することができ
た。また、PTA運営委員会等を通して保護者の理解を得ることができた。
・毎月、健康情報誌Smileを活用し職員のメンタルヘルスに対する意識を高
めることができた。しかしながら、病休取得者があったことは、校内業務に
原因がないとはいえ、前兆をつかめなかった点が反省される。

B

・職員が健康に過ごせるよう願っている。

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容 成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○不登校対策の推進 ○不登校及び不登校傾向の生徒に対
する体制づくりの促進

○教育相談主任を中心に「つなぐ」「働
きかける」をキーワードに、全職員が共
通理解したうえで、不登校の生徒や家
庭に働きかけることにより、不登校生徒
の出席率をあげる。
○新たな不登校生徒を出さないための
未然防止対策に努め、不登校率５％以
下とする。

・「担任+１の家庭訪問」や保護者同伴の「別室登校」、
欠席をした生徒に欠かさず電話連絡を行うなど、保護
者と話をする機会を積極的に作り、保護者の意向を聞
きながら、チームで対応していく。
・自己有用感を高めるための出番をつくり、承認や称
賛を与える。
・学校適応指導教室や関係機関との連携を図る。

A

・必要に応じて担任と学年主任や教育相談担当、SSW
が連携して家庭訪問を行った。また、現在２名の生徒
が別室登校をしている。欠席した生徒には必ず電話連
絡を行い、保護者の意向を聞きながら対応している。
・毎週１回教育相談部会、月に１回ネットワーク連絡会
を行い、校内や関係機関との連携を図っている。
・不登校率は９月末時点で3.03％である。

A

・必要に応じて担任と学年主任、教育相談担当等が連携して家庭訪問を行っ
た。現在は３名の生徒が別室登校をしている。欠席した生徒には必ず電話連絡
を行い、保護者の意向を聞きながらの対応を継続している。
・毎週１回教育相談部会、月に１回ネットワーク連絡会を行い、校内や関係機関
との連携の継続を図っている。
・不登校生徒の出席率は、４月の段階では51.6％、9月末の段階では62.8％で
あった。12月末時点では、55.4％であり、現在は減少傾向にある。また、不登校
率は１２月末時点で4.8％である。今後も校内や関係機関との連携を継続しなが
ら、各生徒の状況に応じて対応していく必要がある。

A

・きめ細やかな指導がなされていると感じる。
地域住民としてありがたい。
・不登校になりそうな生徒の情報共有が行わ
れている。次年度は不登校生徒４％以下を目
指してほしい。

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

５　総合評価・

　　次年度への展望

・学力の向上に向けて家庭学習の充実を図る必要がある。時間を守り行動できていると回答する生徒が増えるよう、教員・生徒ともにタイムスケジュール管理を徹底する。
・心の教育では、体験的な活動やキャリア教育の充実を図り、将来の夢を持ち、その実現に向けて粘り強く取り組む生徒の育成を目指す。
・業務改善・教職員の働き方改革の推進については、一層の時間外勤務の削減を図る。また、面談やストレスチェック、健康情報誌Smileの活用等によって健康管理体制の充実を図り、風通しのよい職場環境をつくる。
・不登校対策については、毎週実施の教育相談部会、月１回実施の「不登校生徒支援ネットワーク連絡会」において、情報交換を行い対応を協議する。次年度もＳＣやSSW、外部機関等と連携を取りながら支援を充実させる。

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

２　学校教育目標 「　未来へ　～知性・感性・耐性を、共に高める生徒の育成　」

３　本年度の重点目標

１　将来へ向けた確かな学力を身につけさせる（知）

２　道徳教育等により、豊かな心を育てる（感）

３　キャリア教育の視点から自立と豊かな自律を促す（耐）

４　安全で生徒が明るく活動する環境をつくる（耐）

５　業務を改善し、教職員の資質・能力を高める

４　重点取組内容・成果指標

主な担当者
重点取組

具体的取組
中間評価 最終評価 学校関係者評価

●学力の向上

●心の教育

●健康・体つくり

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である学校名 吉野ヶ里町立東脊振中学校

１　前年度

　　評価結果の概要

・佐賀県学習状況調査において、県平均を上回ることを目指し、今後も継続して授業改善と家庭学習の充実を図る。

・道徳教育の推進と道徳の時間の内容を充実させ心の教育を推進し、自分や他の人の大切さを認め、自らの夢や目標の実現に向けて努力する生徒の育成を目指す。

・今後も、家庭との連携を大切にし、いじめの実態把握と早期対応を徹底する。困ったことや悩みを相談できるように、生徒との日々の関わりを通して、お互いの信頼関係を築く。

・不登校対策については、教育相談部会(毎週開催)、「不登校生徒支援ネットワーク連絡会(毎月開催)」を活用し、教育相談部会や連絡会の充実を目指す。ＳＣ、ＳＳＷ、外部機関等と連携をとりながら支援を継続する。

・業務改善・教職員の働き方改革の推進については、次年度も、長時間労働の解消、健康管理体制の充実等の課題について具体的な改善策を検討し、職員の共通理解を図る。


